◇　内村くんのクラスでは、物語を読んで、登場人物についてしょうかいし合う学習をしています。次の物語「とんがり岩と私」を読んで、あとの問いに答えなさい。
　私が魚釣りを始めたのは、小学校に入ったころだった。初めは、友だち二～三人で、近くの漁港で釣っていたが、そのうち、より大きなえものをもとめて、岩場に入るようになった。
　漁船に乗った父は、岩場で釣り始めた私に、沖からよく手をふってくれた。家でも、流しにならべた魚を指さしながら、釣り上げるまでの苦労を父に語って聞かせていた。聞き終えた父は、最後に「とんがり岩には気をつけるんだぞ。」と言うのが口ぐせだった。

　とんがり岩は、村はずれの岩場のとったんに、海面から五～六メートルほど三角形に突き出た岩であり、小さな漁村のシンボルだった。その岩は遠くからでも見えるため、昔からとう台の代わりになっていたのだという。父の話では、とんがり岩のまわりは、潮の満ち引きが大きく、魚釣りに熱中した人が、これまで何人も波にさらわれたらしい。父の漁船に乗せてもらって、とんがり岩の近くの岩場を見下ろすと、きれいな海の中に、黒い魚影がギラッと光って見える。かなり大きな魚が住み着いているのは明らかだった。
　小学校高学年にもなると、体もずいぶん大きくなり、岩場から岩場へとびうつるのもへっちゃらであった。「もうとんがり岩に行っても大丈夫だ。」と、母に話すようになっていた。
　夏も終わりに近づいたある日、とんがり岩の手前の岩場で、一人、釣りを始めた。潮が引いているときで、岩から岩へとびうつりながら、岩場のすきまに釣り糸をたれた。持ってきたバケツにえものはなく、魚影を追うのに夢中になった私は、いつの間にか、とんがり岩へと近づいていた。
「けんいち！　はなれろ！」

　急に、沖から大きなどなり声が聞こえた。…父の声だ。海の中を見つめていた目を沖へ向けると、鬼のような顔の父が、漁船の上で腕をぶん回している。

　遠目にぼんやりと父のすがたをみとめたそのとき、あしの半分に、音もなく波がまとわりついてきた。そして次のしゅん間、波は、おそろしいほどの力で、私を海中に引きこもうとした。釣りざおもバケツも放り投げた私は、手さぐりで足元の岩場をわしづかみにして、歯を食いしばってその場にとどまった。引いた波は仕切り直して、なおも私のせなかを乗りこえて押しよせる。いくどとなく押しよせる波に、気が遠くなりかけたとき、ふと、目の前がひらけて、おぼろげながら父のすがたが見えた。
「今だ！　はなれろ！」

　言葉をたよりに、身軽になった私は大急ぎで岩場から離れた。四つんばいで動いたのは、腰を抜かしていたからかもしれない。必死の思いで岩場を逃れた私は、おそるおそる振り返ってみた。遠くには、沖の漁船から心配そうに私を見つめ、何度もうなずく父がいた。

　家に帰った私を、父は叱らなかった。ただ、私の背中を、大きく太い手で二～三度、力強くさすった。
生き物のような海の存在に魂を揺さぶられた私は、「あんなにおそろしい思いはもうしたくない。父に心配をかけて悪かった。」と母に話しながら、夕食を早々にすませ、床に入ったと記憶している。その夜に見た夢は覚えていないが、夜に何度か泣き出した私を見て心配したと、後々、母は言っていた。
この日以来、私は、とんがり岩の近くで釣りをすることはなかった。
確かめ問題　四・五年生用　　　年　　組　番号　　名前　

　◇内村さんは、【はじめ】と【おわり】で「私」の気持ちが変化した理由を、次のようにまとめています。
　書き出しの言葉に続くように　　　ア　　　の中に二十字以上、四十字以内の言葉を入れて文章を完成させましょう。

【はじめの気持ち】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



【おわりの気持ち】
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平成２８年度　小学校国語「検証問題」
（４・５年生採点要領及び正答例）

１　出題の趣旨

　○場面の移り変わりとともに、登場人物の状況を把握することができるかをみる。　

２　学習指導要領における領域

　○〔第３・４学年〕　Ｃ　読むこと

　　　　ウ　場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙述を基に想像して読むこと。

３　解答について

　○〔正答の条件〕…次の条件を満たして解答している。

　　①二十字以上、四十字以内で書いている。

　　②「父が自分を大切に思っていること」、「父がいつも自分を見守っていること」、「父が誰よりも自

　　　分のことを心配していること」、「海に流されなかったことを良かったと安心してくれているこ

と」、「とんがり岩には気をつけろよとあらためて教えてくれていること」等、父の優しい思いや

寛大さについて気づいた内容で書いている。

　○〔正答例〕

・自分のことを大切に思い、いつも見守ってくれている父の優しい気持ちに（気づいたから。）

・父が誰よりも自分が海に流されなかったことを良かったと安心してくれていることに（気づいたから。）

　　   ・父が、「とんがり岩には気をつけろよ。」とあらためて教えてくれる父の心の大きさに（気づいたから。）
　　　 ・「とんがり岩で釣りをしても大丈夫だ。」と自信をもっていた自分のおろかさに（気づいたから。
４　評価について

· 誤字・脱字、原稿用紙の使い方等についての誤りは、今後の指導に生かすこととし、評価対象としない。

５　その他

　　「検証問題」は、全ての児童ができるようになる（理解を促す）ことを念頭に作成していますので、次の指導例を参考にしてください。

　（例１）「検証問題」を実施する前にどのような力が必要であるかを児童に説明する。

　（例２）「検証問題」を実施後、理解が不十分な児童に、問題そのものを教材として丁寧な説明を行い、その後、再度実施する。

　（例３）「検証問題」を実施後、理解が不十分な児童に、模範解答がなぜ「正答」であるのかを説明させ、再度実施する。

　　また、最終的に児童には、「検証問題がどのような問題であり、どのようにすれば正答が導き出せるのか」が理解されればよいこととします。
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（長崎県教委　書き下ろし）
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確かめ問題（小学校国語）四・五年生用
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「もうとんがり岩に行っても大丈夫だ」と考えて、早くとんがり岩の近くで大きな魚を釣りたいという気持ち。
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いくどとなく押し寄せる波に、自分の体も海


に引きこまれて「死ぬかもしれない」というほ


どのこわい思いをしたから。








　注意をきかなかった私を、父は叱らず、背中


を力強くさすってくれたことから、


　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　


気づいたから。
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「あんなにおそろしい思いはしたくない。父に心配をかけて悪かった。」と言って、もう二度と、とんがり岩の近くでは釣りをしないという気持ち。


























　【私の気持ちが変化した理由】














